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アジアロードレース選手権 第1戦
ペトロナス・セパン・インターナショナル・サーキット（マレーシア）

【AP250・ASB1000 レースレポート】
4月11~12日 天候：晴れ コースコンディション：ドライ

2026年度アジアロードレース選手権（ARRC）開幕戦がマレーシアのペトロナス・セパン・イン
ターナショナル・サーキットで開催された。

4月11日は全クラスの公式予選と決勝レース1が開催された。ASB1000は昨年同様に阿部恵斗選手
（SDG HARC-PRO.Honda Philippines）が参戦。AP250はJakob Sablaya選手（SDG HARC-PRO. 
Honda Philippines）の代わりに、同じフィリピン人ライダーであるCarlsen Jacob Solis 選手が急
遽出場することになった。またSDGの社員ライダーである井吉亜衣稀選手（Team SDG with 
HARC-PRO.)もAP250に参戦した。

AP250の決勝レース1では、予選17位だった井吉選手が着実にポジションアップして7位。
ASB1000の決勝レース1は2番グリッドからスタートした阿部選手がやや出遅れたものの、2周目で2
位に浮上。そのままの順位でチェッカーを受けた。

4月12日は全クラスのウォームアップ走行と決勝レース2が行われた。14周で行われたASB1000
の決勝レース2で阿部選手はスタートでやや出遅れたものの、2位までポジションを上げてトップを
追った。しかしなかなかタイムを上げられず、終盤には3位のライダーに先行を許してしまう。だが
阿部選手はラストラップの最終コーナーでインを突き、0.006秒差という劇的な逆転で2位。決勝
レース１と２をともに2位表彰台という結果で開幕戦を終えることになった。
次戦は5月9～10日、タイのチャーン・インターナショナル・サーキットで開催予定。

#39 SDG HARC-PRO. Honda Philippines
阿部恵斗
予選:2位

決勝レース1：2位 決勝レース2：2位

-ASB1000-

#25 SDG HARC-PRO. Honda Philippines
Carlsen Jacob Solis

予選:25位
決勝レース1：17位 決勝レース2：リタイヤ

-AP250-

#37  Team SDG with HARC-PRO.
井吉亜衣稀
予選:13位

決勝レース1：7位 決勝レース2：13位
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